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研究成果の概要： 
肺癌に関して、日本人由来の肺癌細胞株を樹立し、発現している遺伝子、蛋白質等を調べ、さ

らに実験などに利用し、最終的に肺癌の診断、治療に役立てる事がこの研究の最終的な目的で

ある。私達は患者の癌組織から細胞株を計 10 株樹立する事が出来た。その中の一つで特に悪
性度の高い大細胞神経内分泌癌の細胞株に特異的な遺伝子及び蛋白質の発現を認めた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007年度 2,700,000 810,000 3,510,000 

2008年度 800,000 240,000 1,040,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・胸部外科学 
キーワード：肺癌、大細胞神経内分泌癌、セルライン、マイクロアレイ、プロテオーム 
 
１．研究開始当初の背景 
1)肺癌は今日、日本人の死因のトップである。 
2)日本人の肺癌は欧米人の肺癌とは遺伝学
的に異なる背景がある事がわかってきた。 
3)肺癌の研究に用いられる、セルラインは欧
米人由来のものが多く、日本人由来のものは
少ない。 
２．研究の目的 
1)日本人由来の肺癌セルラインを出来るだ
け多く樹立する事。 
2)樹立した個々のセルラインが発現してい
る遺伝子及び蛋白質などを解析する事によ
り診断や治療に役立てる。 
 

３．研究の方法 
1)手術で採取された肺癌組織を培養し、癌細
胞だけを分離培養した後、継代し純粋化しセ
ルラインとして確立する。 
2)確立されたセルラインの遺伝情報をマイ
クロアレイで解析する。 
3)またいくつかの癌関連遺伝子に関してシ
ークエンス法などで突然変異の有無などを
調べる。 
4)細胞を膜成分と細胞質成分に分離し、それ
ぞれに存在している蛋白質を質量分析法に
より解析する。 
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４．研究成果 
1)計 10 個の細胞株を新たに確立した。 
2)原発性肺腺癌 5例、転移性肺腺癌 1例、大
細胞神経内分泌癌 1例、多形癌 1例、癌肉腫
1例、横紋筋肉腫 1例である。 
3)腺癌の中の一つは EGFR の突然変異を、他
の一つには KRAS の突然変異を、他の一つに
は両方の突然変異を認めた。 
4)大細胞神経内分泌癌は付着型と浮遊型の
二つの形態をとり、それぞれの型に固有に発
現する蛋白質が認められた。 
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